
作業するときは、必ず主電源ｽｲｯﾁを切ること。

圧縮ｴｱは洗浄で乾燥したものを使用すること。
さもないとｴｱ機器が破損する恐れがある。
※他の設備と兼用する場合は圧力低下が生じないように
十分注意してください。

1 機械後方の電気BOXｶﾊﾞｰと配線BOXｶﾊﾞｰを外す。

電気BOXｶﾊﾞｰ 　　 配線BOXｶﾊﾞｰ

2 ｼﾘﾝﾀﾞｶﾊﾞｰ(M6*10 5本)、ｻｲﾄﾞｶﾊﾞｰ(M6*10 4本)の順に機械左側面のｶﾊﾞｰを外す。

ｻｲﾄﾞｶﾊﾞｰL

ｼﾘﾝﾀﾞｶﾊﾞｰ

GSL-10(H)自動ﾄﾞｱ装置取り付け

【必要工具】
       Lﾚﾝﾁ【1.5】【3】【4】【5】
       ＋ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰ
       ｽﾊﾟﾅ【19】

※本手順書22～28項のｺﾝﾊﾟｸﾄﾌﾗｯｼｭについての記載は

GSL-10（2015年1月出荷機以前）の場合のみ。（GSL-10Hは不要）



3 中継BOXﾊｰﾈｽ側が下側となる様、中継BOXを本体ｶﾊﾞｰ電気BOX部内側に取り付ける。
(M5*20 4本)

中継BOX

★　【18項】の中継BOXに
ｼﾘﾝﾀﾞｰのｵｰﾄｽｲｯﾁを
引き込む際は、中継BOX図の
赤矢印のように線を
挿入する。
（挿入時はｷｬｯﾌﾟｺﾝを緩め、
配線後に締め直す）

4 丸ビス2個を緩め、制御盤ﾊｰﾈｽを本体ｶﾊﾞｰ電気BOX部内に入れ込む。

制御盤ﾊｰﾈｽ自動ﾄﾞｱﾊｰﾈｽ 自動ﾄﾞｱ+前方ｴｱﾌﾞﾛｰ 制御盤ﾊｰﾈｽ

【自動ﾄﾞｱ】中継BOX 【自動ﾄﾞｱ+前方ｴｱﾌﾞ

ﾛｰ】中継BOX



5 本体ｶﾊﾞｰ電気BOX部内のﾀﾞｸﾄﾌﾀ2箇所を外し制御盤ﾊｰﾈｽをﾀﾞｸﾄ内に這わす

ﾀﾞｸﾄﾌﾀ

6 配線BOXに通した線を配線する。
配線は7本（Y1.2・Ｙ1.3・X5.0・C1・C2B・C3・C3B）

Y1.2・Y1.3はここです。
（2段になっている端子台上段）

X5.0・C2Bはここです。
（2段になっている端子台下段）

C1・C3・C3Bはここです。
（配線番号が同じであれば、どこへ配線しても良いです。）

端子台があいていない場合
は、現在、配線してあるもの
と共締めで取り付けること。



7 自動ﾄﾞｱ（+前方ｴｱﾌﾞﾛｰ)ﾊｰﾈｽを配線用ﾇｷ穴に入れ、ｶﾊﾞｰ内部から機械前面へ這わす。

配線用ﾇｷ穴

8 ｶﾊﾞｰAのﾄﾞｱ下ﾚｰﾙ部にｺﾝﾍﾞｱﾍﾞｰｽｶﾊﾞｰ取り付け用の穴(φ8 2箇所)を現合する。

ｶﾊﾞｰA
(ﾄﾞｱ下ﾚｰﾙ部)

9 ﾄﾞｱ下のｶﾊﾞｰ(Tﾗｲﾝ)と取手を外す。
Tﾗｲﾝは上に引き抜くことで取外し出来ます。

取手

Tﾗｲﾝ

10 ﾄﾞｱの取手を取り付けていた部分にﾄﾞｱBKT(M6*12 2個)を取り付ける。

ﾄﾞｱBKT
ﾄﾞｱ

・現合穴位置



11 ﾄﾞｱを開口部が最大になる状態まで開き、自動ﾄﾞｱのｻﾌﾞASSYしたものを取り付ける。
(M6*10 2本、M6ｼｰﾙﾜｯｼｬ 2個)
※ｺﾝﾍﾞｱﾍﾞｰｽｶﾊﾞｰとｶﾊﾞｰAの取り付け部(2箇所)は油漏れ防止の為、必ずｼｰﾙﾜｯｼｬを
　 使用すること。

自動ﾄﾞｱｻﾌﾞASSY
(ｼﾘﾝﾀﾞ取付け済)

12 自動ﾄﾞｱのｼﾘﾝﾀﾞ先端にﾛｯﾄﾞ、ﾎﾙﾀﾞ、ﾜｯｼｬ、ﾎﾞﾙﾄの順に組み付ける。

組付け位置

ｼﾘﾝﾀﾞ ﾛｯﾄﾞ
ｼﾘﾝﾀﾞ ﾛｯﾄﾞ ﾎﾙﾀﾞ ﾜｯｼｬ ﾎﾞﾙﾄ ｼﾘﾝﾀﾞﾅｯﾄ

13 ﾎﾙﾀﾞの上面にﾄﾞｱ連結BKT(M8*20 2本、M8ﾜｯｼｬ 2個)を取り付ける。

ﾎﾙﾀﾞ ﾄﾞｱ連結BKT   

14 ﾄﾞｱ連結BKTとﾄﾞｱBKTをﾎﾞﾙﾄで締結する。(M8*15 2本)

ﾄﾞｱBKT

ﾄﾞｱ連結BKT

(22) 目安



15 ｴｱ源からのｴｱﾁｭｰﾌﾞを取付ける。
各ﾎﾟｰﾄとｼﾘﾝﾀﾞIN/OUT（α1-α2、β1-β2）が配管されていることを確認する。

α1(Aﾎﾟｰﾄ)   β1(Bﾎﾟｰﾄ)

　　　　

ｴｱ源からのﾁｭｰﾌﾞ Pﾎﾟｰﾄ(ﾚｷﾞｭﾚｰﾀと繋ぐ)

ｺﾝﾍﾞｱﾍﾞｰｽ β2(ｼﾘﾝﾀﾞ前進：ﾄﾞｱ閉) α2(ｼﾘﾝﾀﾞ後退：ﾄﾞｱ開) ｼﾘﾝﾀﾞ

16 ｺﾝﾍﾞｱﾍﾞｰｽｶﾊﾞｰ内のｵｰﾄｽｲｯﾁ位置を調整する。ｵｰﾄｽｲｯﾁの調整目安は下図参照
　（ｼｬｯﾀ開の状態でｵｰﾄｽｲｯﾁが点灯するように位置を調整）

17 本体ｶﾊﾞｰ電気BOX内側に取り付けられた中継BOXからﾊﾞﾙﾌﾞのﾘｰﾄﾞ線を機械前側まで
持ってきて、自動ﾄﾞｱのﾊﾞﾙﾌﾞに取り付ける(2箇所)。

開(A) 閉(B)

・ｵｰﾄｽｲｯﾁ取付け位置

ｵｰﾄｽ

ｲｯﾁ

8



18 下図経路のようにｵｰﾄｽｲｯﾁ線を這わし、中継BOXまで引込み、端子台へ取付ける。
　（中継BOXへの引込口は3項　★ﾏｰｸ参照）

ｵｰﾄｽｲｯﾁ

ｵｰﾄｽｲｯﾁ線

19 ﾎﾙﾀﾞに取り付けられた六角ﾅｯﾄを緩め、ﾌﾟﾗﾝｼﾞｬを底付きするまで締める。
ﾌﾟﾗﾝｼﾞｬが底付きした状態から240度分(目安)緩めた位置で六角ﾅｯﾄを締める。

     ﾌﾟﾗﾝｼﾞｬ部断面図

六角ﾅｯﾄ ﾌﾟﾗﾝｼﾞｬ

20 つまみを上に上げ時計方向に回し、ﾚｷﾞｭﾚｰﾀの設定圧を0.3MPaにする。
その後つまみを下に下げる(回転しないようにロックする)。

中継BOX内 端子



21 機械の主電源をONします。

　　

22 ｶｰﾄﾞｽﾛｯﾄにﾌﾗｯｼｭﾒﾓﾘｶｰﾄﾞを挿入します。

23 NC画面下のｿﾌﾄｷｰ右端二つを同時に押しながら、NCの電源を投入にします。

ｿﾌﾄｷｰ二個同時押下の状態でNC電源ON

24 ｿﾌﾄｷｰ[UP],[DOWN]により 3.SYSTEM DATA LOADINGにｶｰｿﾙを合わせ、
ｿﾌﾄｷｰ[SELECT]を押下します。

3.SYSTEM DATA LOADING

[SELECT] [UP] [DOWN]

※22~28項GSL-10（2015年1月出荷機以前）

の場合のみ（GSL-10Hは不要）



25 1.GSL10-03.PMCにｶｰｿﾙがある状態で
ｿﾌﾄｷｰ[SELECT]を押下します。

1.GSL10-03.PMC

[SELECT]

26 ｿﾌﾄｷｰ[YES]を押下します。

[YES]

27 ｶｰｿﾙを"END"に合わせｿﾌﾄｷｰ[SELECT]を押下します。

[SELECT]



28 ｿﾌﾄｷｰ[YES]を押下します。

[YES]

NCが再起動され通常の画面が表示されます。

29 ｷｰﾌﾟﾘﾚｰを設定する。
設定方法は別紙『ｷｰﾌﾟﾘﾚｰ設定方法』を参照してください。

ｷｰﾌﾟﾘﾚｰのアドレスは、K9.1になります。
別紙ｷｰﾌﾟﾘﾚｰ設定方法の７のアドレスですが、Ｋ0009の1番右から2番目に”１”を入力。

設定が終了しましたら、ﾊﾟﾗﾒｰﾀｰ設定不可状態に戻すこと。
（別紙、ｷｰﾌﾟﾘﾚｰ設定方法の２の逆を実施）

30 自動ﾄﾞｱが正常に取り付けられたかの動作確認を行う。
非常停止を解除し、操作パネル内"ATDR OP"押下でﾄﾞｱ開することを、
"ATDR CL"でﾄﾞｱ閉することを確認して下さい。



31 ﾄﾞｱの開閉がそれぞれ2.5秒(目安)になるようにｽﾋﾟｰﾄﾞｺﾝﾄﾛｰﾗのﾒｰﾀｱｳﾄ側(銀色の
ﾛｯｸﾅｯﾄ側)を調整する。

ｼﾘﾝﾀﾞ前進側(ﾄﾞｱ閉) ｼﾘﾝﾀﾞ後退側(ﾄﾞｱ開)

32 自動ﾄﾞｱが開閉した際にﾄﾞｱがﾊﾞｳﾝﾄﾞしない程度にｼﾘﾝﾀﾞのｴｱｸｯｼｮﾝを調整する。
※右に回すとｴｱｸｯｼｮﾝが強く、左に回すとｴｱｸｯｼｮﾝが弱くなります。

Lﾚﾝﾁ(1.5)を用いて調整

ﾄﾞｱ開側のｴｱｸｯｼｮﾝ調整 ﾄﾞｱ閉側のｴｱｸｯｼｮﾝ調整

33 飛び出し防止の為、ﾒｰﾀｲﾝ(黒色のﾛｯｸﾅｯﾄ側)のｴｱをｽﾋﾟｰﾄﾞｺﾝﾄﾛｰﾗで調整する。

ｼﾘﾝﾀﾞ後退側(ﾄﾞｱ閉) ｼﾘﾝﾀﾞ前進側(ﾄﾞｱ閉)



34 ｺﾝﾍﾞｱﾍﾞｰｽｶﾊﾞｰにﾌﾀを取り付ける。(M6*10 3本)

ﾌﾀ

35 ｺﾝﾍﾞｱﾍﾞｰｽ底面のｿｹｯﾄにﾎｰｽ継手、ﾎｰｽを付け、ﾎｰｽﾊﾞﾝﾄﾞでとめる。

ｺﾝﾍﾞｱﾍﾞｰｽ

ﾎｰｽ継手

ﾎｰｽ

ﾎｰｽﾊﾞﾝﾄﾞ

36 機械正面のﾍﾞｯﾄﾞﾌﾀを外す。

ﾍﾞｯﾄﾞﾌﾀ

37 主軸ﾓｰﾀ下にあるﾀﾝｸﾌﾀのﾒｸﾗ(ｺﾞﾑ)を外す。ﾒｸﾗ部を機械前方にくるようにする。

ﾀﾝｸﾌﾀ

(断面)
ﾒｸﾗを外す



38 ｺﾝﾍﾞｱﾍﾞｰｽ底に付けたﾎｰｽをﾍﾞｯﾄﾞﾌﾀの穴に通し、ﾀﾝｸﾌﾀのﾒｸﾗを外した穴に通す。

ﾒｸﾗﾌﾀ
ﾍﾞｯﾄﾞﾌﾀ

ﾍﾞｯﾄﾞﾌﾀ

39 ﾍﾞｯﾄﾞﾌﾀを取り付ける。

ﾍﾞｯﾄﾞﾌﾀ

■補足事項
　【ﾄﾞｱ閉まり位置の調整方法】
　部品寸法等のバラツキでﾄﾞｱ閉まり具合がバラツク場合があります。
　調整が必要な場合は以下の方法で調整をお願い致します。

 ・調整箇所1…ﾎﾙﾀﾞとﾄﾞｱ連結BKTの取付け部、ﾄﾞｱBKTとﾄﾞｱ連結BKT取付け部

ﾄﾞｱBKT

ﾎﾙﾀﾞ ﾄﾞｱ連結BKT

　・調整箇所2(調整箇所1で調整しきれない場合)…ｼﾘﾝﾀﾞとﾛｯﾄﾞ間の距離(目安22の位置)

組付け位置

ｼﾘﾝﾀﾞ ﾛｯﾄﾞ
ｼﾘﾝﾀﾞ ﾛｯﾄﾞ ﾎﾙﾀﾞ ﾜｯｼｬ ﾎﾞﾙﾄ ｼﾘﾝﾀﾞﾅｯﾄ

(22)


